
★ 大館防災ステーションでの訓練の様子 ★
・多数傷病者対応訓練

→ 秋田自動車道で複数車両の事故が起きたとして、消防と警察が連携して対応を確認しました。
・応急救護所開設運営訓練

→ 防災ステーション内に応急救護所を開設し、消防、医療関係者が負傷者の応急手当てを行いました。

★ 釈迦内公民館周辺の様子 ★
物資配給や給水、炊き出しでの避難生活体験、
バケツリレーや水消火器を使った消火訓練、
水害対策の土のう積み訓練、県防災ヘリによ
る救出訓練などが実施され、参加した住民や
関係機関は防災や減災を目指して一丸となっ
て取り組んでいました。
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釈迦内公民館周辺での消火訓練釈迦内公民館での避難生活体験

８月２５日（日）に大館市釈迦内地区（大館防災ステーション、釈迦
内公民館周辺）で大館市総合防災訓練が行われました。

この訓練は大館市が主催し、東日本大震災などを教訓に２０１１年度
から年に１回実施されており、今回は数日来の大雨による河川の洪水や
土砂災害の発生が予想される中、同地区釈迦内池付近を震源とする直下
型地震が発生し、市内で震度６強を観測したとの想定で行なわれました。

地域住民や大館市、警察や消防、自衛隊などのほか、市と消防相互応
援協定を結ぶ弘前地区消防事務組合も参加し、約４００人が災害時の対
応を確認しました。


